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　　総合解体循環企業として産業廃棄物収集運搬・処分業を通じて環境汚染の防止や

　　環境保全の改善を推進し環境負荷の少ない地域社会創りに努め、解体工事によって排出

　　された廃棄物の再資源化に取り組み継続的に地球環境に配慮した環境保全活動を推進

　　します。

　　　　　　　③水の使用量削減

　　　　　　　④解体業、収集運搬業における周辺への環境配慮事項の推進

　　　　２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

＜環境保全への行動指針＞

　　　　１．行動指針を実現するために、下記の内容を取り組みます。

MEGURU株式会社 

環 境 経 営 方 針

＜基本理念＞

　　　　　　これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、

　　　　　　継続的な改善に努めます。

改定日：　2023年 3月 1日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           MEGURU株式会社

　　　　　　　①電力及び重機・車両他の化石燃料消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

　　　　３．環境方針は従業員に周知する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川 雅裕

　　　　　　　②廃棄物の削減

    MEGURU株式会社は「お客様、地域、社員、取引先との絆を大切に」の経営理念のもと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         代表取締役
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事業所名及び代表者名

MEGURU株式会社 

代表取締役 　小川雅裕　　

所在地

本社：北海道札幌市東区北丘珠6条4丁目2番10号

釧路支店：北海道釧路市大楽毛南3丁目1番6号

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　西内　崇　

環境管理事務局　清水あゆみ   　

TEL：0154-57-8757      　　FAX:0154-57-5462　

事業内容（認証・登録の範囲）

対象事業所

※本社及び苫小牧営業所については2026年12月までに認証取得予定。

（３）

（４）

１．総合解体業

２．産業廃棄物中間処理業

３．産業廃棄物、特別管理産業廃棄物収集運搬業

４．リサイクル砕石販売

苫小牧営業所：苫小牧市光洋町1丁目5番26号

組織の概要及び対象範囲

（１）

（２）

大楽毛リサイクルセンター：北海道釧路市大楽毛南3丁目1-13

産廃処理場：北海道釧路市大楽毛154番地

札幌営業所：札幌市中央区北4条西4丁目1番地 伊藤・加藤ﾋﾞﾙ6F

北見営業所：北見市とん田西町311番地13

（５）

１．釧路支店

２．大楽毛リサイクルセンター

３．産廃処理場

４．北見営業所

５．札幌営業所
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○事業に係る許可

事業の規模（釧路支店、北見営業所）（５）

活動規模

売上高 百万円

従業員 人

単位 2022年9月～2023年8月

令和7年(2025年)4月14日

 産業廃棄物処分業
令和3年(2021年)6月7日

第00120031922号
破砕・選別(金属くず,がれき類)
破砕（木くず,繊維くず）

令和8年(2026年)6月6日

釧路支店事務所床面積 ㎡

産業廃棄物処理量 ｔ

工事等の件数(元請） 件

工事等の件数(下請) 件

6,918.9

25

8

産業廃棄物収集運搬量 ｔ

北見営業所事務所床面積 ㎡

事業年度2022年度（今回の活動レポートの対象期間は2022年9月～2023年8月まで）

工場･作業所等床面積(釧路支店) ㎡

倉庫床面積(釧路支店) ㎡

（６）

許可の内容
許可の年月日

許可番号 事業の範囲
許可の有効期限

 建設業許可通知書

令和4年3月14日

北海道知事許可
(特-3)石第24633号

土木工事業
大工工事業

とび・土工工事業
屋根工事業

鋼構造物工事業
舗装工事業
板金工事業
塗装工事業

内装仕上工事業
建具工事業
解体工事業

建築工事業
左官工事業
石工事業

ﾀｲﾙ･れんがﾌﾞﾛｯｸ工事業
鉄筋工事業

しゅんせつ工事業
ｶﾞﾗｽ工事業
防水工事業

熱絶縁工事業
水道施設工事業

令和9年3月13日

 産業廃棄物
収集運搬業

令和2年(2020年)7月10日

第00100031922号
積替保管なし

燃え殻,廃油,廃酸,廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類,廃ｱﾙｶﾘ,紙くず
繊維くず,ｺﾞﾑくず,がれき類,紙くず,木くず
ばいじん,ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず
以上石綿含有産業廃棄物であるものを含む。
また、水銀使用製品であるものを含み、燃え殻
ばいじん、廃酸、廃ｱﾙｶﾘについては、水銀含有
ばいじん等であるものを含む。

令和7年(2025年)7月9日

 特別管理
産業廃棄物
収集運搬業

令和2年(2020年)4月15日 第00150031922号
積替保管なし

廃石綿等

1,562

479

39

428.4

46,711

592.4

194.4
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ｍ3節　　水

0件苦情0を目指す環境配慮事項に
対する活動 収集運搬業 実車での実施 実車での実施

本社事務所25以下

北見営業所90以下

25

75

解体業

電力使用量の削減 kwh／年

kwh/年

ガソリン

一般廃棄物排出量

主な環境負荷の実績

14,579

産業廃棄物排出量 ｔ／年

24,611

647,408

項　目 単位

二酸化炭素排出量
（対象：エネルギー総量）

kg-CO2／年

kg

L/年

灯油

軽油

一般廃棄物の削減
（可燃不燃物）

灯油

633以下

（注）電力の二酸化炭素排出係数は北海道電力2019年度用0.601kg-co2/KWHを使用。
　　　エネオスでんき2019年度用0.472kg-co2/KWH、北海道ｶﾞｽ2020年度用0.469kg-co2/KWHを使用。

□環境経営目標及びその実績

　　年　度
　
　　項　目

16.5Km以下 16.2

20.5％以下

2,210

kg／年 485

化石燃料の使用量削減
（ガソリン、軽油、灯油）

27.5

2,795以下

Km/L

L/年

％／年
軽油

重機ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ
率

24,456

2022年度

目標

33,533以下

(実績)

811

ガソリン
（燃費）

2022年度

112

1,193

2,826

230,435

L/年

L/年

購入電力

総排水量 m3／年
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　燃費が悪くなった。

　エンジン停止が出来なかった。

　変動により使用量が減少。

・目標未達

　また、吊り作業の為こまめに

　・アイドリングストップの推進

　使用量減少し結果目標達成し
た。

(3)灯油
基準年度
2019年度

2,852 目標達成率126％

・土場用車両の用途が変わり

16.2

目標

実績

・次年度は目標の見直しをする。

　・車両の日常点検を実施

基準年度
2020年度

基準年度
2019年度

・昨年より事務所の人員数

(2)ガソリン

・ｴｱｺﾝの適温化
目標

・取り組が定着してきた。

　・過負荷運転をしない

(1)軽油

kwh/年24,456実績

　・アイドリングストップの推進

％/年

目標達成率74％

・目標見直しを検討する。

達成状況

・未使用時の機器の電源OFFの徹底 ・目標達成

目標達成率98％

基準年度より2％削
減 33,533Kwh

　・エコ運転を心掛け、日常点検を実施

・目標未達

単位
年度比

評　　　価
（結果と今後の方向）

取組計画

電力の削減

696.0

目標

　・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを心がける

目標達成率
本社100％　営業所120％

・北見営業所使用量減少の結果
削減され高い達成率になった。

環境配慮活動　(解体工事の苦情0を目指す)

水使用量削減

目標

27.5

20.5

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ
率20.5以

下

　・急発進、急加速しない

・夏季軽装、冬季重ね着の工夫で過剰な
  冷暖房の使用を抑える。

化石燃料使用量の削減

　・急発進、急加速しない

L/年

L/年

・目標見直しを検討する。

　・車両、重機の日常点検を実施

34,217 kwh/年
目標達成率137％

□環境活動の取組計画と評価

・今後も取組みを励行する。

施策厳守

　・節水呼びかけの掲示をする 実績
本　社22
営業所73

　・使い捨て用品の使用を控える ・人員変動の為昨年より減少した

基準年度より
9%削減　633kg

kg
　・紙文書の電子化をはかる

実　　績 485

ｍ3

基準年度以下

実績

基準年度
2020年度

実績

㎞/L

燃費率

16.5

　・低騒音、低振動工法の選定

一般廃棄物の削減
基準年度
2019年度

目標達成率100％

　・手洗い食器洗い時、出しっ放しにしない

実績

16.5㎞/L
以上

　結果高い達成率となった。

　・ミスコピーを減らす ・取組を励行する。

目標達成率135％

基準年度より2%
削減  2,795L

※電力、灯油、一般廃棄物の基準年度とは2019年度、水は営業所が2019年度、本社は2020年度としてます。

目標

・事前の近隣挨拶と現場作業に

　・適切な散水機の選定

　・ﾈｯﾄ等による落下飛散防止策を行う

　・車両の日常点検実施

　・苦情の原因を究明し改善対策を検討

　明確化し環境配慮活動を具体化する。

施策厳守環境配慮活動　(収集運搬)

遵守

　・20.5％以上の場合個別に警告をする ・一人が複数台の重機を運転する

・外出時、休憩時間は消灯する。

目標

目標

目標

・蛍光灯は順次LEDにしていく

本　社25
営業所90

ｍ3基準年度

　・分別の徹底 ・目標達成

　・効率の良いﾙｰﾄ・作業ﾌﾟﾗﾝで行う

　配慮があった。

・今後も継続し励行していく。

遵守

実績

0件

0
　・施工計画書に現場の環境特性を

kg

・昨年より宿舎利用が減った為

　・不在時は暖房を停止又は低温にする

　・暖房は適正温度にする

2,210 　取り組みを励行する。

0

6 ／ 11 ページ



□今後の目標と取組

車輌燃費16.2㎞/L以上にする。

16.2㎞/L以上

水使用量
の削減

規準年度から
2％削減

一般廃棄物
排出量
の削減

基準年度から
1％削減 ・不在時は暖房を停止又は低温設定にする

※基準年度とは2021年度2022年度の平均値。

・低騒音、低振動工法の選定

・手洗い、トイレでの節水

・分別の徹底をする

・使い捨て用品の使用を控える49期までに基準年度より
2％削減する。

・紙文書を電子化にする

48期

【使用量を減らし経費を削減する】

49期までに基準年度より
使用量を2％削減する。

・過負荷運転をしない

・夏季軽装、冬季重ね着の工夫で冷暖房の

取組計画

・車両、重機、破砕施設の日常点検を実施する

・ｴｺ運転を心がけ効率の良い運転経路を選択する

・急発進、急加速しない

・アイドリングストップの推進

47期
主な取組の内容

中　長　期　目　標

基準年度か
ら1.5％削減

基準年度か
ら2％削減

・外出時休憩時間は電灯の消灯

基準年度から
1％削減

基準年度から
1.5％削減

基準年度から
2％削減

・ミスコピーを減らす。

北見営業所は74ｍ3以下

化
石
燃
料
の
削
減

・暖房は適正温度にする基準年度から
1.5％削減

・苦情の原因を究明し改善対策を検討、実行する

・アイドリングストップの推進

・車両の日常点検を実施する

・急発進、急加速しない

・速度を遵守しｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを心がける

環境配慮
活動

49期

軽
油

27％以下

・未使用時の機器の電源OFFの徹底
第49期までに基準年度より
使用量を2％削減する。

基準年度か
ら1％削減

【使用量を減らし経費を削減する】

ガ
ソ
リ
ン

・蛍光灯は順次LEDに交換していく

　使用を抑える

・使用設備の空運転をしない
電力の
削減

毎年度基準年度以下にする。

・食器等はまとめ洗いする

【使用量を減らし経費を削減する】

釧路支店事務所は25ｍ3以下

灯
油

重機のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ率を
27％以下にする。

解体工事における苦情0を目指す

収集運搬における
施策厳守

・適切な散水機の選定

・ﾈｯﾄ等による落下飛散防止策を行う

・施工計画書に現場の環境特性を明確化と環境配
　慮活動を具体化し効率の良いﾙｰﾄを選定する。

【低燃費走行で経費を削減する】

【第三者に迷惑をかけないよう配慮する】

【低燃費走行で経費を削減する】

・施工計画書に現場の環境特性を明確化し
　環境配慮活動を具体化する。
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・

・

・

・

・

・

大気汚染防止法 　一般粉じん発生施設設置届出書 遵守

釧路市公害防止条例   特定施設の届出 遵守

　建築物解体等作業届
　飛散性石綿等除去作業

該当なし

北海道公害防止条例

外部からの解体工事に対する苦情は昨年に続きゼロ件でとても良い結果となった。

総合的には達成率は高いものの、軽油使用に関しては比較的残念な結果であった。

大気汚染防止法 　一般粉じん発生施設設置の届出 遵守

　第1種特定製品の簡易点検 遵守

廃棄物処理法
　産業廃棄物収集運搬及び処分、マニフェスト交付
　及び虚偽記載の禁止

遵守

□環境関連法規等遵守状況の確認及び評価の結果

現状の環境経営方針に変更はなし。

  特定施設の届出 遵守

遵守

　産廃委託業者の処分実施状況を確認し記録する 該当なし

釧路市火災予防条例

アイドリングストップはもちろんですが、計画的な使用・運行計画を以て、効率的な

運用で改善を図るよう努めてください。

　貯油施設の事故時の対応と届出

　法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等） 遵守評価

に向けた取り組みと社内アナウンス宜しくお願い致します。

  特定施設の届出

北海道循環型社会形成の
推進条例

  粉じん発生施設の届出

行えることを着実に取り組むことが最も重要と捉えております。引き続き環境負荷低減

遵守

騒音規制法

環境経営目標はガソリン、軽油を除き目標を達成した。

遵守

フロン排出抑制法

水質汚濁防止法

北見地区消防組合火災予
防条例

　危険物保管の指定数量1/5以上の届出

遵守

□環境関連法規等遵守状況の違反、訴訟等の有無

違反等の指摘及び、訴訟等は過去３年間ありません。

環境経営システム参画から5年が経過し更に環境経営意識が根付いたと感じている。

労働安全衛生法

該当なし

自動車リサイクル法   再資源化貯宅金の支払い 該当なし

家電リサイクル法   特定家電機器の廃棄時のリサイクル券の処理 遵守

振動規制法

　少量危険物貯蔵取扱届出

環境関連法等の遵守状況は良好である。

世界的にも脱炭素社会形成に向けた取り組みが加速している中、当社としても

建設リサイクル法 　対象建設工事の届出 遵守

□代表者による全体評価と見直しの結果
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□環境経営実施体制及び役割・責任・権限

・エコアクション21に関する代表責任者

・環境目標及び環境行動計画の実施に必要な資源を用意する

・定期的に全体の取組状況を検証し改善等の指示及び環境方針の見直しの指示をする

・環境経営システムの構築、実施及び運営管理を行う実務上の責任者

・新入社員を対象に環境方針の理解と環境活動の取組の教育を行う

・環境事務局の文書作成案に対する検証及び改善を指示する

機械CO2,環境配慮推進者

・環境方針の理解と取組の重要性の自覚
・決められたことを守り、自主的、積極的に
　環境活動へ参加

・環境方針の理解と取組の
　重要性の自覚
・決められた事を守り、自主的、積極的
　に環境活動へ参加工

場

維

持

管

理

廃棄物部門EA21統括責任者
機械CO2、廃棄物削減責任者

・指示事項の実施及び
　　　　　　　　実施指示
・役割に対して
　　　　積極的な活動をする 機

械

管

理

機械CO2削減責任者,環境配慮推進者

機械CO2,環境配慮推進者

・環境方針の理解と取組の
　重要性の自覚
・決められた事を守り、自主
的
　積極的に環境活動へ参加

・指示事項の実施及び実施指示
・役割に対して積極的な活動をする

廃棄物削減推進者

現場CO2,機械CO2
環境配慮推進者

車両CO2,環境配慮推進者

現場廃棄物削減推進者

札
幌
営
業
所

CO2、水、廃棄物削減責任者 ・指示事項の実施及び実施指示
・役割に対して積極的な活動をする

現場CO2,機械CO2,環境配慮推進者
北
 
見
 
営
 
業
 
所

営業所EA21統括責任者

CO2、水、廃棄物削減責任者

・指示事項の実施及び
　　　　　　　　実施指示
・役割に対して
　　　　積極的な活動をする 現場CO2,環境配慮推進者

機械CO2,環境配慮推進者 ・環境方針の理解と取組の
　重要性の自覚
・決められた事を守り、自主
　的、積極的に環境活動へ参
加

事 務 局 ・認証取得活動の実務推進　　　　・取組状況及び必要計数の取りまとめ

・教育訓練等の実施　　　　　　　・環境レポートを作成、公表する

事
　
務
　
所

事務所EA21統括責任者

車両CO2,廃棄物削減推進者
・指示事項の実施及び
　　　　　　　　実施指示
・役割に対して
　　　積極的な活動をする

現

場

管

理

工事部門EA21統括責任者
廃棄物削減、環境配慮推進責任者

管理責任者 事務局

環境経営実施体制及び役割・責任・権限

代 表 者

管理責任者

承認 作成

作成日： 2020年　5月　11日
西内 清水

改訂日： 2023年　6月　21日
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□産廃関係の情報

１．会社情報

２．許可の内容（事業計画の概要、処理業の許可証）

３．作業工程図

　

特別管理産業廃棄物収集運搬業

第00120031922号
破砕・選別(金属くず、がれき
類)、破砕(木くず、繊維くず)。令和8年6月6日

令和7年4月14日

がれき類
（ｺﾝｸﾘｰﾄがら）

金属くず

令和2年4月15日
第0015003192号 廃石綿等

産業廃棄物処分業
令和3年6月7日

　名称  MEGURU株式会社

　本社所在地 札幌市東区北丘珠6条4丁目2番10

　創業年月日   昭和38年4月1日

産業廃棄物収集運搬業

令和2年(2020年)
7月10日

第00100031922号

燃え殻、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗ
ｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維く
ず、ｺﾞﾑくず、金属くずｶﾞﾗｽくず、ｺﾝ
ｸﾘｰﾄｸくず及び陶磁器くず、がれき
類、ばいじん。以上石綿含有物であ
るものを含む。また水銀使用製品産
業廃棄物を含み燃え殻、ばいじん、
廃酸、廃ｱﾙｶﾘは水銀含有ばいじん等
であるものを含む。積替保管なし。

令和7年(2025年)
7月9日

中間処理（破砕・選別）

【産業廃棄物】

収集運搬

受入・保管

リサイクル砕石
業務販売

㈱鈴木商会
売却

がれき類
（ｱｽﾌｧﾙﾄがら）

　資本金  2,000万円

 代表取締役　小川雅裕

　設立年月日   昭和55年1月24日

　代表者

許可番号 事業の範囲

リサイクル砕石
業務販売等

許可の有効期限
許可の内容

許可の年月日

　役員等
専務取締役小野塚要、取締役 田中勝博、常務取締役 木村秀明

取締役 池田慎一、田中勝博、濱井慎哉、監査役 藤田慎二

　従業員数  　39名（釧路支店、北見営業所）
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４．施設及び処理の状況

６．廃棄物処理料金

台

　１ｔトラック 5 台

　１０ｔダンプ 2 台

　８ｔユニック 1 台

５．収集運搬、処理、再資源化の実績

収集運搬車
釧路支店のみ

　１２ｔセルフ

作業重機 　小割、再生材積込 2 台

中間処理設備 　破砕機（800ｔ/日） 1 台

1 台

　２ｔユニック 1

用　途 車　種・その他 台数

コンクリートガラ（有筋、無筋、粒径30cm未満）           800円/ｔ

コンクリートガラ（有筋、無筋、粒径30cm以上）         1,600円/ｔ

品　　　　　名 処分料金

単位 収集運搬量
t 505.80
t 43.00

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 t 58.70
金属くず t 413.60
木くず t 167.50
紙くず t 0.90

t 3.90
廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t 92.70
混合物 t 158.00
石綿含有建材 t 115.10

t 0.70
廃酸 t 0.26
ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t 1.50

t 0.39
t 1,562.05

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量
コンクリートがら 破砕・選別 t 6,168.44
アスファルトがら 　　〃 t 750.43

t
コンクリートがら 選別後路盤材化 t 4,213.50

t
t
t 4,213.50
t 6,918.87

※再資源化売却量は前年在庫からも出荷する為中間処理量と一致しません。
合計

廃棄物の種類
がれき類（ｺﾝｶﾞﾗ、ｱｽﾌｧﾙﾄｶﾞﾗ、その他がれき類）
ｶﾞﾗｽ陶磁器くず

廃油

水銀使用製品廃棄物
合計

中間処理
（受入数量）

う
ち
再
資
源

化
等
売
却
量 小計

繊維くず

（ⅰ）収集運搬

（ⅱ） 中間処理
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